職種：製造　　職務：成形

【概要】

材料特性や成形条件を考慮しながら、成形機、金型、周辺機器を操作して、成形品を完成させる仕事。

【仕事の内容】

成形の仕事は、主に製造現場で行われ、射出成形、ブロー成形の２つに大別される。なお、職業能力評価基準では、成形に伴う仕上げを成形職務に含めているが、その他の成形法（押出成形、インフレーション法、熱成形、圧縮成形等）は対象としていない。

（1） 射出成形は、成形の準備（機器、金型の始業点検等）、成形（成形条件の設定、機器の監視等）、成形の完了（機器、金型の終業点検、スクラップのリサイクル・廃棄等）、成形品の検査（目視による良否の判定等）を遂行する仕事である。

（2） ブロー成形は、成形・加工の準備（機器、金型の始業点検等）、成形・加工（成形条件の設定、機器の監視、大バリ取り等）、成形の完了（機器、金型の終業点検、スクラップのリサイクル・廃棄等）、成形品の検査（目視による良否の判定等）を遂行する仕事である。

（3） 成形に伴う仕上げは、大きく分けると手作業で行うものと機械作業で行うものがある。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、経験はあまり必要とされない。機器を操作し、一通りの成形作業ができるようになるには数週間から数ヶ月かかる。さらに成形作業に習熟し、成形条件等を微調整できるようになるには数年の経験が必要である。

（2） 入職後、初期段階では定められた作業標準に沿って忠実に成形作業を遂行する能力が求められる。さらに高度熟練するにしたがって、気温・湿度に応じて成形条件を正確に設定することが必要である。

（3） 機器や金型、成形品に異常がみられた時は、速やかに対処する能力が問われる。また、自社の作業標準書や成形に関する専門書を読むなどして知識を体系化し、自らの技能・技術を常に向上していく姿勢が重要である。

【関連する資格・検定等】

　・技能検定

　　プラスチック成形（１級、２級）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

６９３　プラスチック製品成形・加工工

